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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電線が導出されるコネクタ部材と、
　前記コネクタ部材に取り付けられて前記電線を被覆するカバーとを備え、
　前記コネクタ部材には、第１スライド部及び第１係止部が形成され、前記カバーには、
第２スライド部及び第２係止部が形成され、
　前記カバーが、前記コネクタ部材に対して待機位置と取付位置との間をスライド可能に
装着され、前記待機位置から前記取付位置へは、前記第１、第２スライド部が互いに摺動
することで前記カバーのスライド動作が案内され、前記取付位置では、前記第１、第２係
止部が互いに係止されることで前記カバーの前記待機位置への戻り動作が規制されるよう
になっており、
　前記コネクタ部材には、前記カバーを前記待機位置まで位置決め案内する案内路が形成
され、
　前記案内路には、前記第２スライド部が摺動して案内されることを特徴とするコネクタ
。
【請求項２】
　電線が導出されるコネクタ部材と、
　前記コネクタ部材に取り付けられて前記電線を被覆するカバーとを備え、
　前記コネクタ部材には、第１スライド部及び第１係止部が形成され、前記カバーには、
第２スライド部及び第２係止部が形成され、
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　前記カバーが、前記コネクタ部材に対して待機位置と取付位置との間をスライド可能に
装着され、前記待機位置から前記取付位置へは、前記第１、第２スライド部が互いに摺動
することで前記カバーのスライド動作が案内され、前記取付位置では、前記第１、第２係
止部が互いに係止されることで前記カバーの前記待機位置への戻り動作が規制されるよう
になっており、
　前記コネクタ部材には、前記カバーを前記待機位置まで位置決め案内する案内路が形成
され、
　前記コネクタ部材が、前記電線が引き出されるハウジングと、前記ハウジングに回動可
能に装着され、その回動操作によって前記ハウジングを相手ハウジングに嵌合させるレバ
ーとからなり、
　前記案内路が、前記レバーに形成されていることを特徴とするコネクタ。
【請求項３】
　前記第１スライド部及び第１係止部が、前記ハウジングの両側面に対をなして形成され
、前記第２スライド部及び前記第２係止部が、前記カバーの両側壁に対をなして形成され
、前記レバーが、連結部とその両端から突出する１対のアーム部とで門型をなし、前記両
アーム部が前記ハウジングの両側面に対面して配置され、前記案内路が、前記両アーム部
の内面に凹み形成され、前記両案内路に、前記第２スライド部が摺動して案内される請求
項２記載のコネクタ。
【請求項４】
　前記両アーム部が前記ハウジング側に最も引っ込む嵌合位置で、前記両案内路に、前記
第２スライド部が摺動して案内され、前記嵌合位置では、前記ハウジングの端縁よりも前
記両アーム部の端縁のほうが突出して配置され、前記両アーム部の端縁に、前記両案内路
の入り口が開口している請求項３記載のコネクタ。
【請求項５】
　電線が導出されるコネクタ部材と、
　前記コネクタ部材に取り付けられて前記電線を被覆するカバーとを備え、
　前記コネクタ部材には、第１スライド部及び第１係止部が形成され、前記カバーには、
第２スライド部及び第２係止部が形成され、
　前記カバーが、前記コネクタ部材に対して待機位置と取付位置との間をスライド可能に
装着され、前記待機位置から前記取付位置へは、前記第１、第２スライド部が互いに摺動
することで前記カバーのスライド動作が案内され、前記取付位置では、前記第１、第２係
止部が互いに係止されることで前記カバーの前記待機位置への戻り動作が規制されるよう
になっており、
　前記コネクタ部材には、前記カバーを前記待機位置まで位置決め案内する案内路が形成
され、
　前記コネクタ部材が、前記電線が引き出されるハウジングと、前記ハウジングに回動可
能に装着され、その回動操作によって前記ハウジングを相手ハウジングに嵌合させるレバ
ーとからなり、
　前記第２スライド部が、前記カバーのスライド方向前後に分かれて配置され、このうち
、スライド方向前方の前記第２スライド部が前記案内路に摺動して案内され、前記嵌合位
置では、スライド方向前方の前記第２スライド部が前記レバーの内側に隠れて配置される
一方、スライド方向後方の前記第２スライド部が前記レバーの外側に目視可能に配置され
ることを特徴とするコネクタ。
【請求項６】
　前記案内路で案内される前記カバーの組付方向と、前記待機位置から前記取付位置への
前記カバーのスライド方向とが、互いに交差している請求項１ないし５のいずれか１項記
載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、従来のコネクタが開示されている。このものは、後端面から電線が引
き出されるブロック状のハウジングと、ハウジングの後端部に取り付けられて電線を被覆
するキャップ状のカバーと、ハウジングに跨って装着される回動可能なレバーとを備えて
いる。レバーは、カバーの後方を横切って回動され、その回動動作によってハウジングと
相手ハウジングとの嵌合動作を進める。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－１１６２０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記従来のコネクタの場合、ハウジングに対してカバーをスライド動作の開
始位置に位置合わせするのが困難であるという問題がある。特に、ハウジングにレバーが
先付けされていると、カバーがレバーと干渉して組み付け動作に難渋するという事情があ
る。
【０００５】
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、カバーの組み付けを円
滑に行えるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するための手段として、請求項１の発明は、電線が導出されるコネク
タ部材と、前記コネクタ部材に取り付けられて前記電線を被覆するカバーとを備え、前記
コネクタ部材には、第１スライド部及び第１係止部が形成され、前記カバーには、第２ス
ライド部及び第２係止部が形成され、前記カバーが、前記コネクタ部材に対して待機位置
と取付位置との間をスライド可能に装着され、前記待機位置から前記取付位置へは、前記
第１、第２スライド部が互いに摺動することで前記カバーのスライド動作が案内され、前
記取付位置では、前記第１、第２係止部が互いに係止されることで前記カバーの前記待機
位置への戻り動作が規制されるようになっており、前記コネクタ部材には、前記カバーを
前記待機位置まで位置決め案内する案内路が形成され、前記案内路には、前記第２スライ
ド部が摺動して案内されるところに特徴を有する。
【０００７】
　請求項２の発明は、電線が導出されるコネクタ部材と、前記コネクタ部材に取り付けら
れて前記電線を被覆するカバーとを備え、前記コネクタ部材には、第１スライド部及び第
１係止部が形成され、前記カバーには、第２スライド部及び第２係止部が形成され、前記
カバーが、前記コネクタ部材に対して待機位置と取付位置との間をスライド可能に装着さ
れ、前記待機位置から前記取付位置へは、前記第１、第２スライド部が互いに摺動するこ
とで前記カバーのスライド動作が案内され、前記取付位置では、前記第１、第２係止部が
互いに係止されることで前記カバーの前記待機位置への戻り動作が規制されるようになっ
ており、前記コネクタ部材には、前記カバーを前記待機位置まで位置決め案内する案内路
が形成され、前記コネクタ部材が、前記電線が引き出されるハウジングと、前記ハウジン
グに回動可能に装着され、その回動操作によって前記ハウジングを相手ハウジングに嵌合
させるレバーとからなり、前記案内路が、前記レバーに形成されているところに特徴を有
する。
【０００８】
　請求項３の発明は、請求項２に記載のものにおいて、前記第１スライド部及び第１係止
部が、前記ハウジングの両側面に対をなして形成され、前記第２スライド部及び前記第２
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係止部が、前記カバーの両側壁に対をなして形成され、前記レバーが、連結部とその両端
から突出する１対のアーム部とで門型をなし、前記両アーム部が前記ハウジングの両側面
に対面して配置され、前記案内路が、前記両アーム部の内面に凹み形成され、前記両案内
路に、前記第２スライド部が摺動して案内されるところに特徴を有する。
【０００９】
　請求項４の発明は、請求項３に記載のものにおいて、前記両アーム部が前記ハウジング
側に最も引っ込む嵌合位置で、前記両案内路に、前記第２スライド部が摺動して案内され
、前記嵌合位置では、前記ハウジングの端縁よりも前記両アーム部の端縁のほうが突出し
て配置され、前記両アーム部の端縁に、前記両案内路の入り口が開口しているところに特
徴を有する。
【００１０】
　請求項５の発明は、電線が導出されるコネクタ部材と、前記コネクタ部材に取り付けら
れて前記電線を被覆するカバーとを備え、前記コネクタ部材には、第１スライド部及び第
１係止部が形成され、前記カバーには、第２スライド部及び第２係止部が形成され、前記
カバーが、前記コネクタ部材に対して待機位置と取付位置との間をスライド可能に装着さ
れ、前記待機位置から前記取付位置へは、前記第１、第２スライド部が互いに摺動するこ
とで前記カバーのスライド動作が案内され、前記取付位置では、前記第１、第２係止部が
互いに係止されることで前記カバーの前記待機位置への戻り動作が規制されるようになっ
ており、前記コネクタ部材には、前記カバーを前記待機位置まで位置決め案内する案内路
が形成され、前記コネクタ部材が、前記電線が引き出されるハウジングと、前記ハウジン
グに回動可能に装着され、その回動操作によって前記ハウジングを相手ハウジングに嵌合
させるレバーとからなり、前記第２スライド部が、前記カバーのスライド方向前後に分か
れて配置され、このうち、スライド方向前方の前記第２スライド部が前記案内路に摺動し
て案内され、前記嵌合位置では、スライド方向前方の前記第２スライド部が前記レバーの
内側に隠れて配置される一方、スライド方向後方の前記第２スライド部が前記レバーの外
側に目視可能に配置されるところに特徴を有する。
【００１１】
　請求項６の発明は、請求項１ないし５のいずれか１項に記載のものにおいて、前記案内
路で案内される前記カバーの組付方向と、前記待機位置から前記取付位置への前記カバー
のスライド方向とが、互いに交差しているところに特徴を有する。
【発明の効果】
【００１３】
　＜請求項１の発明＞
　カバーの取付位置へのスライド動作を開始するに先立ち、カバーが案内部に位置決め案
内されて待機位置に支障なくセットされるから、カバーの組み付けを円滑に行うことがで
きる。
【００１４】
　また、案内路に第２スライド部が摺動して案内されるため、カバーに第２スライド部と
は別に案内路に摺動案内する部材が形成されるよりも、カバーの構成が簡素化される。
【００１６】
　＜請求項２の発明＞
　カバーの取付位置へのスライド動作を開始するに先立ち、カバーが案内部に位置決め案
内されて待機位置に支障なくセットされるから、カバーの組み付けを円滑に行うことがで
きる。また、案内路がレバーに形成されているから、ハウジング側の構成の自由度が高め
られる。
【００１７】
　＜請求項３の発明＞
　案内路がレバーの両アーム部の内面に凹み形成され、両案内路に、カバーの第２スライ
ド部が摺動して案内されるため、カバーの案内動作のバランスがとられる。
【００１８】
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　＜請求項４の発明＞
　嵌合位置では、ハウジングの端縁よりも両アーム部の端縁のほうが突出して配置され、
両アーム部の端縁に、両案内路の入り口が開口しているから、カバーがハウジングと係合
するよりも前の初期段階からカバーの位置決め案内がなされ、案内機能がより高められる
。
【００１９】
　＜請求項５の発明＞
　カバーの取付位置へのスライド動作を開始するに先立ち、カバーが案内部に位置決め案
内されて待機位置に支障なくセットされるから、カバーの組み付けを円滑に行うことがで
きる。また、嵌合位置ではスライド方向前方の第２スライド部がレバーの内側に隠れて配
置されるため、仮に、第２スライド部がスライド方向前方の第２スライド部のみで構成さ
れているとすると、カバーが待機位置又は取付位置に至っているのかどうか、またカバー
の取付位置へのスライド動作がどこまで進行したのかを目視で確認するのが難しい。その
点、本発明によれば、嵌合位置では、スライド方向後方の第２スライド部がレバーの外側
に目視可能に配置されるから、スライド方向後方の第２スライド部の位置を目視で確認す
ることで、カバーの位置を検知することができる。
　＜請求項６の発明＞
　案内路で案内されるカバーの組付方向と待機位置から取付位置へのカバーのスライド方
向とが互いに交差しているから、カバーが取付位置に一気に至らしめられることがなく、
電線がカバーとコネクタ部材との間に噛み込まれたりするのが防止される。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施形態１に係るコネクタにおいて、カバーが取り付けられる前の状態
を示す一部破断平面図である。
【図２】カバーが待機位置に装着された状態を示す一部破断平面図である。
【図３】カバーが取付位置に装着された状態を示す一部破断平面図である。
【図４】レバーが初期位置にある状態を示す平面図である。
【図５】レバーが嵌合位置にある状態を示す平面図である。
【図６】カバーの平面図である。
【図７】図６のＡ－Ａ断面図である。
【図８】カバーの右側面図である。
【図９】カバーの左側面図である。
【図１０】ハウジングの平面図である。
【図１１】ハウジングの背面図である。
【図１２】レバーの側面図である。
【図１３】図１２のＢ－Ｂ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　＜実施形態１＞
　本発明の実施形態１を図１ないし図１３によって説明する。実施形態１に係るコネクタ
は、ハウジング１０、レバー４０、及びカバー７０を備えている。ハウジング１０及びレ
バー４０は、コネクタ部材を構成している。ハウジング１０は、相手ハウジング１００に
嵌合可能とされている。なお、以下の説明において前後方向については、両ハウジング１
０、１００の相互の嵌合面側を前方とする。
【００２２】
　相手ハウジング１００は合成樹脂製であって、図５に示すように、幅方向（図示左右方
向）に細長い角筒状のフード部１１０を有している。フード部１１０の両側壁１１１の前
端内面には、爪状のロック受け部１１２が突出して形成されている。また、フード部１１
０の上下壁の内面には、幅方向中央を挟んだ両側に、左右１対ずつの略円柱状のカムフォ
ロア１１３が突出して形成されている。フード部１１０内には、図示しない複数の雄タブ
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が突出して配置されている。
【００２３】
　ハウジング１０は合成樹脂製であって、図１０及び図１１に示すように、幅方向に細長
い角ボックス状のハウジング本体１１を有している。ハウジング本体１１は、幅方向に沿
って配置される上下１対の長壁部１２と、高さ方向に沿って配置される左右１対の短壁部
１３と、前端部に位置する前壁部１４とからなり、後方に開放されている。前壁部１４に
は、両ハウジング１０、１００の嵌合時に、雄タブが挿入される複数のタブ挿入孔１５が
開口して形成されている。ハウジング本体１１内には、複数のサブハウジング収容凹部１
６が幅方向に並んで形成され、各サブハウジング収容凹部１６間に、高さ方向に沿った仕
切壁１７が形成されている。各サブハウジング収容凹部１６内には、後方から角ブロック
状のサブハウジング（図示せず）が収容されるようになっている。各サブハウジングには
、複数の雌端子金具（図示せず）が収容されている。各雌端子金具は電線２００の端末部
に接続され、接続された各電線２００はハウジング１０（各サブハウジング）の後端面と
なる電線引出面から外部に引き出される。
【００２４】
　また、両長壁部１２の前端部の幅方向両端部には、それぞれ突状部１８が形成されてい
る。各突状部１８は、前後方向にリブ状に延びる形態をなし、両ハウジング１０、１００
の正規嵌合時には相手ハウジング１００の図示しない凹溝内に嵌合され、両ハウジング１
０、１００の誤嵌合時には凹溝内に嵌合されずにフード部１１０の前端縁に突き当たるこ
とにより、両ハウジング１０、１００の誤嵌合状態を検知する役割をになっている。両長
壁部１２の前端部には、幅方向一端寄りの位置に、掛止部１９が突出して形成されている
。掛止部１９は、両長壁部１２の外面と略平行な板状の掛止片１９Ａを有している。
　両長壁部１２の後端部には、幅方向中央を挟んだ両側に、左右１対ずつの略円柱状の軸
部２０が突出して形成されている。両長壁部１２の後端縁の幅方向中央部には張出部２１
が後方へ部分的に突出して形成され、この張出部２１に、各軸部２０の後端部が支持され
ている。また、両長壁部１２の後端部には、幅方向の両軸部２０を挟んだ両側に、左右１
対ずつの第１スライド部２２Ｆ、２２Ｒが形成されている。各第１スライド部２２Ｆ、２
２Ｒは、断面Ｌ字状であって両長壁部１２の後端縁に沿って幅方向に細長く延びる形態を
なしている。
【００２５】
　各第１スライド部２２Ｆ、２２Ｒにはカバー７０の各第２スライド部７６Ｆ、７６Ｒ（
後述する）が摺動される。各第１スライド部２２Ｆ、２２Ｒのうち、幅方向一端側に位置
する第１スライド部は、カバー７０のスライド方向後方となる一側第１スライド部２２Ｒ
とされ、幅方向他端側に位置する第１スライド部は、カバー７０のスライド方向前方とな
る他側第１スライド部２２Ｆとされる。また、両長壁部１２の後端部には、一側第１スラ
イド部２２Ｒよりも幅方向一端側（スライド方向後方）に、第１係止部２３が切り欠き形
成されている。第１係止部２３は、平面視矩形の有底の凹溝とされ、両長壁部１２の後端
縁に開口している。
【００２６】
　レバー４０は合成樹脂製であって、図１２及び図１３に示すように、高さ方向に沿った
連結部４１と、連結部４１の両端から幅方向に突出する１対のアーム部４２とからなり、
全体として門型をなしている。連結部４１には、撓み可能なロック部４３が形成されてい
る。また、連結部４１の後端部には、後方に突出した位置から両アーム部４２の後端縁に
かけて段々と下る階段状の操作部４４が形成されている。
【００２７】
　両アーム部４２は、連結部４１から離れて位置する作用部４５と、連結部４１と作用部
４５との間をつなぐ連繋部４６とからなる。作用部４５は、円弧状の外周縁を有し、その
内部に、軸受孔４７が貫通して形成されている。また、作用部４５には、所定方向に延び
てその外周縁に開口する無底のカム溝４８が形成されているとともに、外周縁に沿って切
り欠かれた片持ち状の弾性片４９が形成されている。弾性片４９は、カム溝４８の入り口
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の近くに基端部４９Ａを有し、この基端部４９Ａを支点として撓み変形可能とされている
。そして、弾性片４９は、図１に示すように、その先端部に第１突起５０を有し、その基
端部に第２突起５１を有している。両アーム部４２の連繋部４６の前後両端縁には、幅方
向に沿ったストレート縁５２が形成されている。このうち、後側のストレート縁５２は、
作用部４５側にも連続して形成されている。
【００２８】
　ここで、レバー４０は、ハウジング１０に対し後方から跨るようにして組み付けられ、
軸受孔４７内に軸部２０を嵌合させた状態で、軸部２０を中心として、初期位置と嵌合位
置との間を回動可能とされている。初期位置では、連結部４１がハウジング１０から後方
に離間するとともに両アーム部４２の後側のストレート縁５２がハウジング１０の後端縁
に対して斜めに配置され（図４を参照）、嵌合位置では、連結部４１がハウジング１０の
幅方向他側の端面近傍に位置するとともに両アーム部４２の後側のストレート縁５２がハ
ウジング１０の後端縁に沿って略平行に配置されるようになっている（図５を参照）。ま
た、嵌合位置では、両アーム部４２がハウジング１０の両長壁部１２の外面（側面）に対
面して配置される。なお、本実施形態の場合、幅方向両側の軸部２０のうち、幅方向一側
の軸部２０のみが利用され、幅方向他側の軸部２０にはレバー４０が支持されない。これ
は、ハウジング１０が、相手ハウジング１００を共用する図示しない別のハウジングとそ
の後端部を共通構造として同一の金型で成形されるためである。このため、別のハウジン
グでは、幅方向他側の軸部にレバー４０が支持され、レバー４０の回動方向も上記とは反
対方向となる。
【００２９】
　連繋部４６の前端縁には、突片５３が前方へ突出して形成されている。突片５３は、矩
形板状をなし、作用部４５の板厚よりも薄肉とされている。また、両アーム部４２の連繋
部４６の内面には、有底の凹部５４が前端縁に開口して形成されている。凹部５４は、突
片５３の幅方向一側縁に連続して延びるとともに、作用部４５の外周縁に連続して延びる
縁部５４Ａによって幅方向両側を画成されている。
【００３０】
　さらに、両アーム部４２の連繋部４６の内面には、ハウジング１０に対するカバー７０
の変位動作を案内するための案内路５５が形成されている。案内路５５は、ほぼ高さ方向
に延びる有底の凹溝であって、連繋部４６の前後両端縁に開口している。詳しくは案内路
５５は、連結部４１寄りの位置に配置され、連繋部４６の後端縁から前方に真直ぐ延びる
組付案内部５５Ａと、組付案内部５５Ａの前端から幅方向他側（カバー７０のスライド方
向前方）に延びるスライド許容部５５Ｂと、スライド許容部５５Ｂの幅方向他側端から前
方に延びて連繋部４６の前端縁に臨む型抜部５５Ｃとからなる。連繋部４６の後端縁には
カバー７０を受け入れる組付案内部５５Ａの入り口５５Ｄが開口している。組付案内部５
５Ａの溝幅は、スライド許容部５５Ｂ及び型抜部５５Ｃの両溝幅よりも狭くされている。
組付案内部５５Ａと型抜部５５Ｃとは幅方向で互いに重なり合って位置し、組付案内部５
５Ａの入り口５５Ｄは操作部４４の近傍に位置している。また、組付案内部５５Ａの幅方
向一側縁とスライド許容部５５Ｂの前端縁とによって略Ｌ字状の第１縁部５５Ｅが縁取り
形成され、組付案内部５５Ａの幅方向他側縁とスライド許容部５５Ｂの後端縁とによって
略Ｌ字状の第２縁部５５Ｆが縁取り形成されている。
【００３１】
　続いてカバー７０について説明すると、カバー７０は合成樹脂製であって、図６ないし
図９に示すように、全体としてキャップ状をなしている。そして、カバー７０は、ハウジ
ング１０の後端縁に沿って嵌合方向と直交する幅方向にスライド可能とされている。スラ
イド前の待機位置では、カバー７０の幅方向一端部（後述する第２係止部７９を含む部分
）がハウジング１０の幅方向一側外方に突出し（図２を参照）、スライド後の取付位置で
は、カバー７０の略全体がハウジング１０の幅寸法内に収まるようになっている（図３を
参照）。
【００３２】
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　詳しくはカバー７０は、ハウジング１０の後端面と間隔をあけて対向に配置される幅方
向に細長い規制板７１と、規制板７１の両側縁から前方に突出する高さ方向に１対の側板
７２と、幅方向他端部において両側板７２及び規制板７１に連なる端板７３とを有してい
る。規制板７１は、断面略Ｕ字状をなし、電線２００の引き出し方向を幅方向一側に規定
する役割をになっている。また、規制板７１の幅方向一端縁及び両側板７２の幅方向一端
縁とによって略Ｕ字状の電線導出口７４が縁取り形成されている。また、端板７３は、前
方へ向けて曲面状に傾斜する形状をなし、カバー７０の前端縁に開口する略Ｕ字状の逃が
し口７５を有している。逃がし口７５の開口面積は電線導出口７４の開口面積より小さい
ものの、端板７３の大部分が逃がし口７５によって切り欠かれている。なお、レバー４０
の回動過程では、端板７３の幅方向他端外方を連結部４１が通過するようになっている。
【００３３】
　両側板７２の幅方向両端部、つまり両側板７２におけるカバー７０のスライド方向の前
後両端部には、左右１対ずつの第２スライド部７６Ｆ、７６Ｒが前方に突出して形成され
ている。つまり、各第２スライド部７６Ｆ、７６Ｒは、カバー７０の前端縁において、周
方向に間隔をあけた４角部に配置されている。各第２スライド部７６Ｆ、７６Ｒは、略矩
形板状の脚片７７として構成され、このうち、幅方向一端側に位置する第２スライド部は
、カバー７０のスライド方向後方となる一側第２スライド部７６Ｒとされ、幅方向他端側
に位置する第２スライド部は、カバー７０のスライド方向前方となる他側第２スライド部
７６Ｆとされる。
【００３４】
　他側第２スライド部７６Ｆは、両側板７２の外面に段違い状に接続されている。他側第
２スライド部７６Ｆの先端部の内面には、幅方向に延びて他端側に開口する有底の他側ス
ライド溝７６Ｇが形成されている。他側スライド溝７６Ｇは、断面略Ｌ字状の壁面によっ
て画成されている。そして、他側スライド溝７６Ｇには、他側第１スライド部２２Ｆが摺
動して嵌合可能とされ、他側スライド溝７６Ｇの奥端は、他側第１スライド部２２Ｆがス
ライド方向で当て止めされる他側ストッパ縁７６Ｈとされている。
【００３５】
　一側第２スライド部７６Ｒは、両側板７２の外面において高さ方向に延びるリブ７８に
連続して形成されている。一側第２スライド部７６Ｒの先端部の内面には、幅方向に延び
て他端側に開口する有底の一側スライド溝７６Ｓが形成されている。一側スライド溝７６
Ｓは、両側板７２の前端縁を含む断面クランク状の壁面によって画成されている。そして
、一側スライド溝７６Ｓには、一側第１スライド部２２Ｒが摺動して嵌合可能とされ、一
側スライド溝７６Ｓの奥端は、一側第１スライド部２２Ｒがスライド方向で当て止めされ
る一側ストッパ縁７６Ｔとされている。
【００３６】
　両側板７２の幅方向一端部には、一側第２スライド部７６Ｒのスライド方向後方に、撓
み可能な第２係止部７９が前方に突出して形成されている。第２係止部７９は、一側第２
スライド部７６Ｒとの間に高さ方向に沿ったスリット８０を介して、一側第２スライド部
７６Ｒと並んで配置されている。かかる第２係止部７９は、各第２スライド部７６Ｆ、７
６Ｒとともに脚片７７を構成している。
【００３７】
　第２係止部７９の内面には、ロック突部８１が突出して形成されている。ロック突部８
１は、スライド方向前方の面となる幅方向他側面に、スライド方向後方へ向けてテーパ状
に傾斜する第１案内面８１Ａを有しているとともに、ハウジング１０への組付方向前方の
面となる前端面に、組付方向後方へ向けてテーパ状に傾斜する第２案内面８１Ｂを有して
いる。第２案内面８１Ｂのテーパ角は第１案内面８１Ａのテーパ角よりも急角度とされて
いる。
【００３８】
　また、カバー７０がハウジング１０に正規に取り付けられた状態で、カバー７０の前端
縁とハウジング１０の後端縁との間には空間部６０が保有され、空間部６０内に、各電線
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２００が露出状態で配置される。つまり、空間部６０は各脚片７７間に配置され、このう
ち、幅方向一端側（スライド方向後方）の空間部６０は電線導出口７４の内部空間とされ
、幅方向他端側（スライド方向前方）の空間部６０は逃がし口７５の内部空間とされる。
また、幅方向で隣接する各脚片７７間の空間部(以下、幅方向の空間部６０Ａという)は、
幅方向に細長いスリット状の空間とされる。
【００３９】
　次に、本実施形態に係るコネクタの組立方向及び嵌合方法等を説明する。
　ハウジング１０にカバー７０を取り付けるに先立ち、ハウジング１０にレバー４０を装
着して、レバー４０を嵌合位置に留め置く。このとき、弾性片４９の第２突起５１が掛止
部１９の掛止片１９Ａに引っ掛け状態で弾性的に係止されることでレバー４０の初期位置
への回動操作が規制され、かつ、連結部４１の前端縁が突状部１８に当接することでレバ
ー４０のそれ以上前方への回動操作が規制される。こうしてレバー４０が嵌合位置に保持
された状態では、図１に示すように、両アーム部４２の後側のストレート縁５２がハウジ
ング１０の後端縁よりも少し後方に突出して配置され、その後側のストレート縁５２に、
案内路５５の組付案内部５５Ａの入り口５５Ｄが後方に向けて開放される。その状態で、
他側第２スライド部７６Ｆを組付案内部５５Ａの入り口５５Ｄに挿入して、カバー７０を
前方（待機位置側）へ引き降ろす。挿入の過程では、他側第２スライド部７６Ｆが組付案
内部５５Ａ内に遊嵌され、かつ、他側第２スライド部７６Ｆが組付案内部５５Ａの第２縁
部５５Ｅ（第１縁部５５Ｆでも可）と摺動することにより、カバー７０の組付動作が案内
される。組付完了時には、図２に示すように、他側第２スライド部７６Ｆがスライド許容
部５５Ｂの第１縁部５５Ｅに当接することにより、カバー７０のそれ以上前方への変位が
規制され、カバー７０が待機位置にて一旦停止される。
【００４０】
　なお、カバー７０は、組み付けの過程で、他側第２スライド部７６Ｆの変位動作に伴っ
てその全体をハウジング１０の後端縁と略平行に引き降ろすか、あるいは、幅方向一端側
をハウジング１０から浮かしつつ他側第２スライド部７６Ｆを第１縁部５５Ｅの角部に当
て止めした状態で、その当て止め位置を支点として回動されて幅方向一端側をハウジング
１０側に引き降ろすようにするとよい。また、組み付けの過程では、ロック突部８１の第
２案内面８１Ｂがハウジング１０の後端面から引き出された各電線２００と組付方向に沿
って摺接することにより、ロック突部８１と各電線２００との引っ掛かりが低減され、カ
バー７０の組み付け動作の円滑性が確保される。
【００４１】
　そして、待機位置では、各第１スライド部２２Ｆ、２２Ｒの幅方向一端側に各第２スラ
イド部７６Ｆ、７６Ｒがそれぞれ並んで配置されるとともに、各第１係止部２３の幅方向
一端側に各第２係止部７９のロック突部８１が並んで配置される。また、待機位置では、
他側第１スライド部２２Ｆ及び他側第２スライド部７６Ｆがレバー４０の両アーム部４２
の内側に隠れて実質的に目視不能となる一方、一側第１スライド部２２Ｒ、一側第２スラ
イド部７６Ｒ、及び第２係止部７９が外部から目視可能となる。さらに、待機位置では、
逃がし口７５に各電線２００が進入して逃がされる。
【００４２】
　上記の状態で、カバー７０を幅方向他側（取付位置）に向けて押し込む。すると、他側
第１スライド部２２Ｆが他側第２スライド部７６Ｆの他側スライド溝７６Ｇの溝面に摺動
して嵌合されるとともに、一側第１スライド部２２Ｒが一側第２スライド部７６Ｒの一側
スライド溝７６Ｓの溝面に摺動して嵌合され、これにより、カバー７０が取付位置までバ
ランス良く案内される。取付位置へのスライド過程では、空間部６０、特に幅方向の空間
部６０Ａに各電線２００が臨むことで、各電線２００がカバー７０の前端縁とハウジング
１０の後端縁との間に噛み込まれるのが回避される。また、スライド過程では、他側第２
スライド部７６Ｆが案内路５５のスライド許容部５５Ｂ内に進入して逃がされる。
【００４３】
　カバー７０が取付位置に至ると、図３に示すように、他側第１スライド部２２Ｆが他側
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第２スライド部７６Ｆの他側ストッパ縁７６Ｈに当接するとともに、一側第１スライド部
２２Ｒが一側第１スライド部２２Ｒの一側ストッパ縁７６Ｔに当接することで、カバー７
０のそれ以上の押し込みが規制される。また、カバー７０が取付位置に至ると、第１係止
部２３に第２係止部７９のロック突部８１が弾性的に嵌り、これによってカバー７０のス
ライド方向後方への抜けが規制される。さらに、一側第１スライド部２２Ｒの一側第２ス
ライド部７６Ｒ内への嵌合状態が保たれるとともに、他側第１スライド部２２Ｆの他側第
２スライド部７６Ｆ内への嵌合状態が保たれることにより、ハウジング１０に対するカバ
ー７０の前後方向への遊動が規制される。なお、カバー７０が取付位置に向かう過程では
、ロック突部８１の第１案内面８１Ａがハウジング１０の幅方向一端側の両角部を摺動す
ることにより、第２係止部７９が拡開状に撓み変形され、ロック突部８１が第１係止部２
３に嵌合するのに伴いその撓み状態が解除されるようになっている。また、取付位置では
、カバー７０とハウジング１０との間をつなぐ連結手段は各脚片７７のみとされ、あとは
空間部６０として開放されている。
【００４４】
　続いて、連結部４１を摘みつつレバー４０を初期位置まで持ち上げる。このとき、第２
突起５１と掛止片１９Ａとの係止代は浅いため、両者の係止状態は容易に解除される。レ
バー４０が初期位置に至ると、図４に示すように、弾性片４９の第１突起５０が掛止片１
９Ａに引っ掛け状態で弾性的に係止され、レバー４０の嵌合位置への回動操作が規制され
る。初期位置では、レバー４０のカム溝４８の入り口が前方に開放される。また、初期位
置では、突片５３の先端角部がハウジング１０の張出部２１の外側に被さり、これにより
、各電線２００が突片５３の内側に収められて外側にはみ出るのが防止されるとともに、
突片５３の内倒れが阻止される。さらに、初期位置では、空間部６０を通して各電線２０
０を目視することが可能とされる。
【００４５】
　次いで、ハウジング１０を相手ハウジング１００のフード部１１０内に浅く嵌合する。
すると、カム溝４８の入り口に幅方向一端側のカムフォロア１１３が進入するとともに、
相手ハウジング１００によって第１突起５０と掛止片１９Ａとの係止状態が解除される。
その状態で、操作部４４を前方に押圧し、レバー４０を嵌合位置に向けて回動させる。レ
バー４０の回動動作の過程では、カム溝４８の溝面に沿ってカムフォロア１１３が摺動し
、これにより、レバー４０と相手ハウジング１００との間にカム作用が発揮されて、両ハ
ウジング１０、１００が低操作力で互いに嵌合される。レバー４０が嵌合位置に至ると、
図５に示すように、ロック部４３がロック受け部１１２を弾性的に係止し、これにより、
相手ハウジング１００に、レバー４０が回動規制状態に保持されるとともに、ハウジング
１０が嵌合状態に保持される。嵌合位置では、各雄タブがタブ挿入孔１５を通して各雌端
子金具と正規深さで導通接続される。また、嵌合位置では、幅方向の空間部６０Ａが両ア
ーム部４２の後端部によって塞がり、該空間部６０Ａを通して各電線２００を目視するこ
とが実質的にできなくなる。さらに、嵌合位置では、両アーム部４２の凹部５４内に、レ
バー４０を支持しない幅方向他端側の軸部２０が挿入されるとともに、突片５３と作用部
４５との間の括れ部分に、カム溝４８に進入しない幅方向他端側のカムフォロア１１３が
挿入され、これにより、軸部２０及びカムフォロア１１３とレバー４０との干渉が回避さ
れる。
【００４６】
　以上説明したように、本実施形態に係るコネクタによれば、以下の効果を奏し得る。
　（１）カバー７０のスライド動作を開始するに先立ち、カバー７０が案内部に位置決め
案内されて待機位置に支障なくセットされるから、カバー７０の組み付けを円滑に行うこ
とができる。
　（２）案内路５５に他側第２スライド部７６Ｆが摺動して案内されるため、他側第２ス
ライド部７６Ｆに、カバー７０の組み付け機能及びスライド案内機能が兼備され、カバー
７０の構成が簡素化される。
　（３）案内路５５の組付案内部５５Ａで案内されるカバー７０の組付方向と待機位置か
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ら取付位置へのカバー７０のスライド方向とが互いに直交しているから、カバー７０が取
付位置に一気に至らしめられることがなく、電線２００がカバー７０とコネクタ部材との
間に噛み込まれたりするのが防止される。
　（４）案内路５５がレバー４０に形成されているから、ハウジング１０側の構成の自由
度が高められる。
　（５）案内路５５がレバー４０の両アーム部４２の内面に凹み形成され、両案内路５５
に、カバー７０の他側第２スライド部７６Ｆが摺動して案内されるため、カバー７０の案
内動作のバランスが良好となる。
　（６）レバー４０が嵌合位置にあるときに、ハウジング１０の後端縁よりも両アーム部
４２の後端縁のほうが突出して配置され、両アーム部４２の後端縁に、両案内路５５の組
付案内部５５Ａの入り口５５Ｄが開口しているから、カバー７０がハウジング１０と係合
するよりも前の初期段階からカバー７０の位置決め案内がなされ、案内機能がより高めら
れる。
　（７）レバー４０が嵌合位置にあるときに、他側第２スライド部７６Ｆがレバー４０の
内側に隠れて配置されるため、仮に、第２スライド部が他側第２スライド部７６Ｆのみで
構成されているとすると、カバー７０が待機位置又は取付位置に至っているのかどうか、
またカバー７０の取付位置へのスライド動作がどこまで進行したのかを目視で確認するの
が難しい。その点、本実施形態によれば、レバー４０が嵌合位置にあるときに、一側スラ
イド部がレバー４０の外部に目視可能に配置されるから、一側第２スライド部７６Ｒと一
側第１スライド部２２Ｒとの位置関係等を目視で確認することにより、カバー７０の現状
位置を検知することができる。
【００４７】
　さらに、本実施形態によれば、以下の効果を奏し得る。
　（８）カバー７０がハウジング１０に取り付けられた状態で、各脚片７７間には、ハウ
ジング１０の後端面から引き出された各電線２００を露出させる空間部６０が保有されて
いるから、カバー７０とハウジング１０との間に各電線２００が噛み込まれるのが防止さ
れる。
　（９）各脚片７７がカバー７０に形成されているから、ハウジング１０側の構成が簡素
化される。
　（１０）各脚片７７に第２スライド部７６Ｆ、７６Ｒが含まれているから、第２スライ
ド部７６Ｆ、７６Ｒと各脚片７７が別々に形成されるよりも、構成が簡素化される。
　（１１）レバー４０の連結部がハウジング１０側に近接した嵌合位置では、幅方向の空
間部６０Ａが両アーム部４２によって覆い隠されるから、該空間部６０Ａに異物が侵入す
るのが回避される。
【００４８】
　＜他の実施形態＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような実施形態も本発明の技術的範囲に含まれる。
　（１）カバーの組付方向と待機位置から取付位置へのカバーのスライド方向とが互いに
直交せずに交差するものであってもよい。
　（２）案内路からスライド許容部及び型抜部を省略してもよい。
　（３）カバーは、少なくとも、規制板を有するものであればよい。
　（４）各脚片が、ハウジング側に形成されていてもよい。
【符号の説明】
【００４９】
　１０…ハウジング
　２２Ｆ…他側第１スライド部（第１スライド部）
　２２Ｒ…一側第１スライド部（第１スライド部）
　２３…第１係止部
　４０…レバー
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　４１…連結部
　４２…アーム部
　５５…案内路
　５５Ｄ…案内路の入り口
　６０…空間部
　７０…カバー
　７１…規制板
　７６Ｆ…他側第２スライド部（第２スライド部）
　７６Ｒ…一側第２スライド部（第２スライド部）
　７７…脚片
　１００…相手ハウジング
　２００…電線

【図１】 【図２】
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